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杉山あつし だより 

11月・12月には地元各自治体の地域防災訓練に参加させていただきまし

た。様々な地区で訓練を見学すると勉強になります。特に西豊田学区の宿泊

防災訓練は障害者団体をはじめ、静岡市、牧之原市職員も参加する本格的な

訓練でした。 

独自の活動として、10月から11月にかけ、日本平久能山スマートインター

の交通利用調査を行いました。また、「杉山あつしだより」第2号を発行

し、支援した方への配布を行うこともできました。 

今後とも皆さんからの相談、提案をお待ちしています。 

●静岡市河川課へ台風19号被害での要請を行いました

委員会では1人60分の質問時間があり、下記の6項目を中心に質問しました。今回も60分ぎりぎりまで質

問しましたが、いくつかの質問は時間が足りずにできませんでした。 

質問の中で近年50%を切る投票率のアップのため、若者に絞った啓発活動と投票済証の提示による割引

などのサービスの拡大などの提案を行いました。引続き提案型の質問の準備をしていきます。 

●県議会の総務委員会で質問、投票率アップの対応・施策を提案

10月に静岡市内でも大きな水害をもたらした台風19号での被害全

体の説明と今後の対策について静岡市役所に出向き、牧野統夫河川

課長と意見交換・要請を行ないました。特に床上浸水被害が多かっ

た西島地区で今後被害を出さないため、浸水時の車の避難場所指

定、排水ポンプの稼働についてなど多くの要望を行いました。 

〈質問項目〉 

●県有施設の共同利用と中央図書館移転 

●投票率アップの若者に絞った啓発の提案 

●県庁働き方改革での昼休憩に勤務する当番問題の解決を 

●リニア新幹線の水問題での戦略的･積極的広報の提案 

●地震防災を進める上での緊急防災減災事業（起債）の活用 

●やむを得ない死亡事故による職員の身分を補償する条例制定の必要性 

スマートインター交通量調査 

有明町内会餅つき参加 

台風被害河川敷 

12月総務委員会 

西豊田学区宿泊訓練 

ご挨拶 
投票日から８ヶ月が過ぎ、9月県議会本会議において、「児童相談所の体制強

化、振り込み詐欺への対応の強化、原発に依存しない社会の実現にむけた県の姿

勢」など提案型の一般質問を行いました。 

12月議会会期中の12月17日には、地元富士見台で「県政報告と富士見台周辺の

交通事情についての意見交換会」を開催することができました。今後も毎週2回の

早朝街頭宣伝の継続と、桜を見る会などの安倍政権問題、リニア中央新幹線での

大井川水問題など訴え続けていきます。 



 出された主な意見・要望 

●大谷川の状況について                                 

 区画整理の地区の田んぼが無くなり、大雨時の洪水の恐れはないのか心配。 

 台風19号時の大谷川の状況はどうだったのか。 

●道路標識について                                        

 カーブミラーの設置について 

 必要な所に設置して欲しい。逆方向がないところがある。 

●バロー周辺の混雑解消                                    

 中華唐子前交差点の交通量が多いので対策が必要。 

 中華唐子前に車が集中しているので、バロー南側の道が大谷方 

 面に直通で行けるように大谷川放水路に橋を架けられないか。 

●区画整理について                                    

 再度説明資料を出してほしい。 

 進出企業、道路の拡張の報告がほしい。   

3.11東日本大震災から8年半が経ちますが、子どもたちの甲状腺がん

発生率が高いこと、原発事故直後の不十分な避難指示で被曝している

こと、避難生活が長期化している方も多いなど、健康面にも経済面で

もまだまだ支援を必要としています。 

また、東京電力の安全軽視の姿勢がこの災害を拡大させたことを風

化させることなく、しっかり伝えて行く為にも重要な募金活動です。 

３ヶ月ごとの11日に静岡駅地下で実施されています。 

遅れていました県政報告会を地元富士見台２丁目公民館で開催しました。まず、杉山から県政たより２

号を使い、「リニア新幹線の県としての取り組み、10月の台風19号被害の状況と行政の対応、スマートイ

ンター供用後の交通事情の変化」の説明・報告を行った後、参加者から多くの発言・提言をいただきまし

た。今後は、定期的な開催や開催地域を広げるよう頑張ります。 

11月3日に富士見小学区連合町内会の防災訓練が実施され、町内

会自主防災の一隊員として参加しました。私は12年以上自主防災

隊員として月1回の放水訓練に参加しています。11月24日には富士

見台2丁目防災訓練、12月1日には富士見台1丁目、登呂2丁目の防

災訓練を見学・参加しました。また、11月30日から12月1日かけ実

施された西豊田学区の防災訓練は豊田中学体育館に50人以上が宿

泊する本格的な訓練でした。地域に住む障害者へのトイレ等の配

慮、班ごとの想定訓練など、本格的な宿泊を含む訓練でした。ど

この町内も役員の皆さんの真剣さが伝わってきました。 

お疲れさまでした。 

●原発事故での避難生活の続く福島県の子どもへの支援街頭募金に参加（12/11） 

●学区・町内会防災訓練への参加（11/3.24.12/1） 

●県政報告と富士見台周辺の交通事情についての 意見交換会（12/17） 

311を忘れないin静岡 

富士見学区防災訓練  

県政報告会  



浜岡原発の危険性を日常的に訴えている「浜岡原発を考える静岡ネット

ワーク」の活動に参加しています。原発に依存しない社会を目指すには福

島原発事故の被害を風化させてはなりません。 

12月県議会の本会議で質問した17人中、浜岡原発を取り上げた議員は自

民党の天野一議員だけでした。とても残念ですが、原発事故を風化させな

いためにも常に意識しながら、脱原発の運動に取組んでいきます。 

●700万人に増加する認知症にどう対処するか～自治労全国福祉介護集会より

●異常気象に警笛「グローバル気候マーチ静岡」パレードに参加（11/29） 

地球温暖化は異常気象を世界各地にもたらしています。いま取るべ

き対策を取らないと近い将来とんでもない異変が起こりかねません。

私も「STOP!自治体議員による気候・非常事態宣言」呼びかけ人として

「グローバル気候マーチ静岡」の集会、パレードに参加しました。学

生らが呼びかけた集会で、高校生も参加していました。 

 多くの若者から元気をいただきました。 

 政府・内閣府は4月13日、「桜を見る会」の名簿などの書類を5月9日に廃棄したと発表。しかし、政府

主催であり、参加者も多く、多額の公金支出がされています。支出書類を出納審査や決算の前に処分する

ことは役所の常識からは考えられません。会計書類は桜を見る会の概要の報告や各種請求書等の証拠書類

が添付されているはずです。主催担当部署は書類を廃棄したとしても、会計課など経理部門の書類を廃棄

したことは考えられません。国民に対し説明責任を果たすことを一地方議員から求めていきます。 

●「桜を見る会」支出書類の廃棄に「本当なのか」 

建設業界では労災事故が絶えず、労働安全衛生法や環境保護法令軽視の行為を

してまで建設コストを抑えようとする企業が後を絶ちません。安全重視、環境破

壊を阻止するため、法律遵守を求める運動を積極的に行う関西生コン労組の役員

が不当逮捕されています。建設業界では、小さな違法行為は大きな事故に通じる

ものであり、関西生コン労組をしっかりと支援していきます。 

●安全重視・法令順守を求め「関西生コン労組への弾圧を許さない静岡の会」結成 

 10月27日に静岡朝鮮学校友の会の一員として長女と一緒に参加し、

「かき氷」を担当しました。開始時はとても涼しかったですが、昼前

には暖かくなり、かき氷は完売しました。教育無償化が進んでいます

が、日本では民族教育を行う朝鮮学校などの外国人学校を差別し、補

助金を出さない自治体が増えています。子どもの教育まで差別するこ

とは残念です。とても賑やかなイベントで、清水エスパルスの鄭大世

選手もゲストで参加していました。 

●静岡朝鮮学校55周年イベントでかき氷を振舞いました（10/27） 

●原発事故を風化させない！12月議会で質問が少なく残念 

 10月26日に「認知症高齢者とその家族を地域でどう支えるのか」を主要テーマとした自治労全国福祉

介護集会に参加しました。介護が必要となった事由の第1位は、要介護者では認知症、要支援者では関

節疾患。2025年には認知症有病者は700万人を超えるといわれています。 

 認知症の方とどうかかわっていくのか、地方自治体と取って大きな課題です。 

グローバル気候マーチ静岡 

関西生コン労組支援集会静岡 

脱原発ひまわり集会来賓参加 



その他の活動を写真で報告 

■杉山あつし事務所 

静岡市駿河区泉町1-12-202 

ＴＥＬ：054-204-1098 FAX：054-204-1099 

携帯電話：090-1279-1443 

MAIL：info@sugiatsu.com 

■静岡県職員組合（出身組合） 

静岡市葵区追手町9-6県庁内 

ＴＥＬ：054-221-2186 FAX：054-221-3574 

■杉山あつしの活動等は 

フェイスブックやツイッターでご覧いただけます。 

募集しています 

●街頭演説の際に旗持ちなど簡単なお手伝いをしてくださる方 

●事務所内での軽作業（郵便物発送準備、ポスター裏貼りなど）のボランティアをしてくださる方 

●ご自宅やお勤め先などに、杉山あつし、立憲民主党のポスターの掲示をさせていただける方 

●杉山あつしを囲むミニ集会を開きたい！杉山あつしの話をもっと聞きたい！という方 

 ご協力いただける方、ご要望、お問い合わせなどは、以下の事務所までお寄せください。 

討議資料 

県政のホットな話題「リニア中央新幹線」。県議会では川勝県知事と対決姿勢を見せている人以外は

知事の姿勢に賛同しています。皆さまに知ってほしい点を再度報告いたします。 

①トンネルは計5本(本坑、先進抗、非常口抗2本、排水抗)。 

②本坑、先進抗、非常口抗の3本は大井川の真下を通る。 

③大井川は深刻な渇水が頻繁(毎年)に生じる河川 

④何もしなければ1秒間に2トン減少の予測、57万人の生活水相当（焼津市から袋井市まで） 

⑤JR東海、全量大井川に戻す、但し工事中(10か月)は保証できない。 

予測以上に水が流出する場合などの取り決め、少しでも流出を減らす技術的配慮、検証の機関の設置

など細かな約束事で協議が続いています。既に山梨では水枯れが報告されています。生活水を守ることは

重要です。静岡県の対応を支持し、見守ってください。 

田辺静岡市長が進めようとしている桜が丘病院の移転に伴う清水区役所の清水駅東口への移転問題

で、静岡市議会において議員提案による住民投票条例が否決されました。これを良しとしない市民団

体は 1月２４日より移転の是非を問う住民投票実施を目指す住民投票条例を求める署名活動に入り

ます。現在署名を集める受任者を募集中です。 

●清水区役所移転を問う住民投票条例制定署名に協力ください 

●リニア中央新幹線の南アルプスのトンネル計5本内、3本が大井川真下を横断 

科研製薬葬儀解決集会 県職の災害カンパ寄贈に立会 中部地区労大会挨拶 


